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A 58-year-old man visited our hospital with gross hematuria. Cystoscopy revealed a papillary tumor

around the left ureteral orifice. Transurethral resection of bladder tumor (TUR-Bt) was performed and

histopathological findings revealed a nested variant of urothelial carcinoma. Computed tomography (CT)

revealed no involvement of other organs. Laparoscopic radical cystectomy and orthotopic neobladder

substitution (Studer methods) were performed. The histopathological stage was pT3aN0M0. Adjuvant

chemotherapy (gemcitabine＋cisplatin) was performed. The patient is currently free from disease at five

months after the surgery.

(Hinyokika Kiyo 57 : 697-699, 2011)
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緒 言

膀胱尿路上皮癌 nested variant (nested variant of

urothelial carcinoma : NVUC) は尿路上皮癌の組織亜型

で，2004年の WHO の定義では，稀な腫瘍で，70％

の患者が診断から 4∼70カ月以内に死亡する悪性度の

高い疾患と記載されている1)．当初1979年に Stern2)

が良性疾患として報告したが，その後 Talbert ら3)が

予後不良の経過をたどる悪性疾患であることを報告

し，1992年に Murphy ら4)により，nested variant of

transitional cell carcinoma と命名された．稀な NVUC

の 1例を経験したので若干の文献的考察を加えて報告

する．

症 例

患者 : 58歳，男性

主訴 : 肉眼的血尿

既往歴 : 糖尿病 高血圧

家族歴 : 特記すべきことなし

現病歴 : 2010年 9月肉眼的血尿を主訴に近医受診.

精査加療目的に当科紹介受診となった．

現症 : 身長 175 cm，体重 71.5 kg，腹部平坦軟，表

在リンパ節触知せず．

初診時検査所見 : 尿沈渣では RBC ＞100/Hpf と顕

微鏡的血尿を認めた．末梢血液検査，生化学検査に異

常所見を認めなかった．

尿細胞診 : classⅡ

膀胱鏡検査 : 左尿管口周囲に直径 2 cm の乳頭型広

基性腫瘍を認めた．典型的な膀胱癌の所見と思われた

(Fig. 1）．
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Fig. 1. Cystoscopy revealed a papillary tumor
around the left ureteral orifice.
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Fig. 2. A magnetic resonance imaging (MRI) scan
showed urinary bladder tumor which
extended outside of the bladder wall (arrow).

泌57,12,6-3

Fig. 3. Pathological findings revealed infiltrating
confluent small nests and abortive tubules
(Magnification 100× : HE stain).

画像所見 : CT 検査では明らかなリンパ節腫大や遠

隔転移を認めなかった．上部尿路にも異常所見を認め

なかった．

MRI 検査では左尿管口周囲に直径 2 cm の腫瘍を認

め，腫瘍基部で膀胱壁の肥厚あり，膀胱周囲脂肪組織

への浸潤が疑われた (Fig. 2）．

治療経過 : 2010年11月 TUR-Bt 施行．病理組織学的

所見は充実性胞巣状の尿路上皮癌が粘膜下層および筋

層に浸潤し，urothelial carcinoma nested variant G2 pT2

(Fig. 3) であった．2011年 1月腹腔鏡下膀胱全摘＋回

Table 1. Summary of reported cases with nested variant urothelial carcinoma in Japan

報告者 年
齢
性
別 主訴 部位 細胞

診 病期 治 療 転帰

田貫ら（2001) 70 男 尿閉 左側壁，後壁 陰性 T3bNxM0 開放生検，MEC* 12M 癌あり生存

筒井ら（2005) 60 男 血尿，排尿困難 頸部，後壁，頂部 Ⅲa T2aN0M0 動注＋放射線，膀胱全摘 不明

田口ら（2006) 74 男 排尿困難 右下部尿管 Ⅰ T4NxM0 腎尿管全摘＋膀胱部分切除 13M 癌なし生存

自験例（2011) 58 男 血尿 左側壁 Ⅱ T3aN0M0 膀胱全摘 5M 癌なし生存

MEC : methorexate, etoposide, cisplatin.

腸新膀胱造設術，骨盤リンパ節郭清術（郭清範囲 : 総

腸骨，外腸骨，閉鎖領域）を施行した．肉眼的所見で

はリンパ節腫大や腫瘍の明らかな残存は認められな

かったが，病理組織学的所見では異型上皮細胞が，

Brunn’s nest に類似した胞巣構造や索状構造を呈しな

がら，浸潤性に増殖しており，膀胱周囲脂肪組織中に

も腫瘍細胞の浸潤を認めた．

全摘標本の病理結果は urothelial carcinoma，nested

variant，G2， INF γ，pT3a， ly0， v0，u-rt0，u-lt0，

ur0，RM0，pN0 であった．

術後経過 : 術後補助療法として，gemcitabine＋

cisplatin を併用した全身化学療法 (GC 療法）を施行

中であるが，術後 5カ月現在明らかな再発は認めてい

ない．

考 察

NVUC は尿路上皮癌の組織亜型で発生頻度は浸潤

性膀胱癌の約0.3％と稀である5)．通常の尿路上皮癌

と同様に中高年の男性に好発し，初発症状は肉眼的血

尿や尿意切迫症状が多い6)．膀胱鏡所見は様々で，平

坦型，乳頭型，わずかな不整を伴う，粘膜の発赤など

として観察される6)．発生部位は三角部，尿管口付近

が多いとされてきたが6)，最近の報告では後壁，側壁

が半数以上で特に好発部位はないようである7)．膀胱

以外にも腎盂や尿管での発生が報告されている8)．わ

れわれが集計しえた限りでは，NVUC の本邦での報

告は尿管での発生を加えても，自験例も含め 4例のみ

であった (Table 1)6,9,10)．形態学的には Brunn’s nest

に類似した細胞異型度の低い腫瘍細胞が，胞巣形成や

索状構造を示しながら，浸潤性に増殖し，浸潤の深さ

が深くなるほど，細胞異型が増すことを特徴とす

る1)．鑑別診断としては，Brunn’s nest，cystitis cystica，

nephrogenic metaplasia，paragaglioma，前立腺癌などが

あげられる．筋層浸潤があれば良性疾患は除外でき，

筋層浸潤がない場合でも，NVUC では，注意深く観

察すれば，大きな核小体や粗いクロマチンを有する異

型細胞を同定することでその他の良性疾患と鑑別でき

るとされている4,11)．

NVUC は通常進行した病期で発見されることが多

く5,7)，本症例も TUR 標本での腫瘍細胞異型は比較
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的軽度であったが，全摘標本で周囲脂肪組織への浸潤

を認めており，非常に攻撃的な腫瘍であることが再認

識された．

報告数が少ないために，NVUC に対して最善の治

療戦略は確立されていない．化学療法に対する感受性

について，Matthew ら7)は術前化学療法で down stage

を得たものは15例中 2例（13％）にとどまったと報告

しており，そのうち 1例のみで CR を得たとしてい

る．しかし，半数以上の症例で MVAC 療法や GC 療

法以外の regimen が使用されており，通常の尿路上皮

癌に比較し，化学療法に対する感受性が低いかどうか

は解釈に注意を要するものと思われる．化学療法の有

効性がはっきりしない現時点では NVUC に対して

は，通常の尿路上皮癌同様，切除可能であれば早期外

科的切除が望ましいと考えられる7,12)．Matthew ら7)

は NVUC 30例の臨床病理学的検討で，通常の high

grade UC と比較してリンパ節転移・遠隔転移の頻度

がそれぞれ67 ，18.6％と NVUC でリンパ節転移の頻

度が有意に高いと報告しているが，リンパ節転移の部

位や郭清範囲の記載はなく，拡大郭清を含めた積極的

外科治療についても検討した報告もないため，拡大郭

清の意義については，今後症例の蓄積が必要と思われ

る．

当院では2010年度より浸潤性膀胱癌に対して，微細

な操作や止血により出血量が比較的少なく，術後回復

が早いなどのメリット13)から，積極的に腹腔鏡下膀

胱全摘術を施行している．腹腔鏡下手術は技術的な熟

練度を要し，仙骨前面や傍大動脈リンパ節を含む拡大

郭清については開腹手術と比較して手技的困難を伴う

デメリットはあるが，総腸骨リンパ節までの郭清であ

れば，開腹手術と比較しても，遜色なく施行可能と考

え13)，当症例でも腹腔鏡下手術を選択した．

NVUC の予後については難治性で予後は不良とす

る報告が多く，Holmang ら5)は診断から 4∼10カ月で

10例中 7例が死亡したと報告し，Matthew ら7)も12カ

月の観察期間中19例（60％）で，癌死や再発を認めた

と報告している．本症例でも今後注意深い経過観察が

必要と考えられる．

結論として，NVUC は細胞異型が低く，良性疾患

との鑑別が問題になるが，浸潤・転移を早期にきたす

ため，粘膜下層に不整な胞巣形成を認めた場合，

NVUC の可能性を念頭におき，診断後早期に膀胱全

摘を含めた積極的治療が必要であると考えられた．

結 語

膀胱尿路上皮癌 nested variant の 1例を経験したの

で報告した．
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